
■記憶とは…外から情報を受け取って処理し取り出す過 

程のこと：記銘→保持→想起 認知症は保持がいちば 

ん苦手になる 

■感情（怖い、悲しい、楽しい、嬉しいなど）は残りや 

すいため、声掛けや支援の際に意識する  

■褒めること、会話は基本アゲアゲで↑+笑顔😊 

■記憶障害→否定せず安心感をもってもらう、メモの活 

用、繰り返し伝えることで記憶の保持につながる 

■遂行機能障害→どこが苦手になっているのかを確認 

し、できない部分を補う 

■見当識障害→会話の中に季節や日付を感じさせる内容 

を意識して盛り込む、不安や怖い気持ちを否定しない、 

安心できる居場所づくり 

■ものとられ妄想→説得は逆効果！否定も肯定もせず落 

ち着いて話を聞き、見つかった時は肯定的な声掛けを！ 

■徘徊→背景に記憶・見当識障害、不安などがある、見 

守り機能のある製品等の活用、近所の人への相談 

■意思決定支援の基本原則 ①本人の意思の尊重 ②本人 

の意思決定能力への配慮 ③チームによる早期からの 

継続的支援 

参加者の皆さまからの声をご紹介します (アンケートより)

 

 認知症ケアについて

この研修会は、認知症ケアについて正しい知識を持ち、具体的な対応ポイントを習得し、介護計画等に 

活かすことを目的として開催しました。会場およびオンラインで開催し、多職種９７名（会場２５名、オンラ 

イン７２名）の方がご参加くださいました。 

開催日：202５年６月１２日（木） 

14時～1５時３０分 
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▣ 日々の関わり方がいかに大切であるか、また
行動の過程を観察しケアのヒントを探ること

 

▣ 
家族に認知症の理解をしてもらうためのアプ

 

▣ 

誰にでも優しいツールで通じ合うことを意識

 

▣ 

 

▣
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参加者の皆さまからの声をご紹介します  (アンケートより） 

 

講義のポイント 

★今後も医療・介護専門職を対象とした様々な研修会を企画しております！お楽しみに★ 
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